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1. はじめに

このファイルは，日本航海学会誌NAVIGATIONのための和文記事の完全版下投稿用原稿作成例を示したものです．版下原稿を作成するために必要なレイアウトやフォントに関する基本的な情報を記述しています．
このファイルは，版下原稿そのものの体裁をとっているので，このファイルの中の文章や図表をこれから書こうとしている記事原稿の実際のものに置き換えれば，所定のフォントや配置の原稿を容易に作成することができます．
ファイルは，日本航海学会のホームページ（URL）

http://j-nav.org/document-creation/
からダウンロードすることができます．
英文原稿を作成する場合は，和文原稿との相違点を該当箇所に記していますので，それを参考に作成してください．
原稿提出の際は，①投稿用紙，②投稿原稿，③投稿原稿の体裁（図表等の配置やサイズ等）が分かるPDF又は画像ファイルの３種類を提出していただきますようお願いします．電子メールでの送付が困難な場合は，従来どおり，日本航海学会事務局へ，上記３種類の電子ファイルを納めたCD-ROM等の電子メディアを郵送してください．
2. 一般的事項

執筆は，この作成例をもちいて版下原稿を作成してください．
2.1　用紙サイズ

原稿は，A4サイズの用紙を用いて作成してください．
2.2　余白とページ番号

余白は，上が25mm，下が20mm，左が20mm，右が20mmとしてください．ページの右上のヘッダー部分に，ページ番号を記入してください．
2.3　段組数・文字数・行数

横2段に組み，１段22字44行で作成してください．
2.4　言語

投稿原稿は，原則として和文で作成してください．ただし，著者が外国人である等，やむを得ない場合は英文でもかまいません．
2.5　構成

論文は，表題，著者名，キーワード，本文，図，表，写真などから構成し，本文には，はじめに（まえがき，序論），本論，おわりに（むすび，結論），謝辞，参考文献などを記述します．
2.6　術語

術語は，原則として本学会選定の海事用語および文部科学省編集の学術用語集記載の用語をもちいます．
2.7　単位

本文中，図表などで用いる単位系は，国際単位（SI）を用いてください．
3. 表題部

　論文のはじめに，横1段組みとして表題部を付けます．表題部には，記事の表題，著者名，キーワードを書きます．
和文原稿については，和文表題，和文著者名，英文表題，英文著者名，キーワード，の順に書きます．英文原稿の場合は，英文表題，英文著者名，キーワードの順とします．
3.1 表題

3.1.1　表題の書式

第１ページの上の余白については，表題の第１行目までを50mmあけることとします．
和文原稿には，和文表題と英文表題を，英文原稿には，英文表題を付けてください．なお，英文原稿に，和文表題を付け加えてもかまいません．
主題名を表す英文は，冠詞，前置詞などのほかは大文字で書き始めます．最先頭の文字も大文字とします．
〔例〕On Print Sample of Japanese Manuscript

また，論文の主題と副題とは別行に書き，いずれも最後のピリオド（.）をつけません．第1報，第2報などはローマ数字を用いて表し，数字の後にピリオド（.）をつけます．
〔例〕和文原稿作成例について－Ⅱ.

3.1.2　表題のフォント

和文表題は，明朝体18ポイント，英文表題は，Times New Roman 18ポイントとし，それぞれ中央揃えとします．
3.2　著者名

3.2.1　著者名の書式

表題の後，1行空けて著者名をつけます．和文原稿には，和文の著者名と英文の著者名をつけます．英文原稿には，英文の著者名のみをつけます．
和文の著者名は和文表題の次に，表題とは別行に書きます．連名の場合は点（・）で連ね，行の末尾にはピリオド（.）をつけません．また，英文（ローマ字）の著者名は英文表題の次に，表題とは別行に次の例のように記述し，連名の場合はコンマ（，）で連ねて最後の名前を”and”で結びます．末尾にはピリオド（.）をつけません．
　著者名は，和文英文とも右揃えとします．
3.2.2　著者名のフォント

和文著者名は，明朝体14ポイント，そして，英文著者名は，Times New Roman 14ポイントとし，それぞれ右揃えとします．
なお，著者の会員種別，所属，電子メールアドレス等は，原稿の最後に書きます（11．著者紹介，参照）．
3.3　キーワード

和文原稿には，和文で３～５つのキーワードをつけます．なお，最初のキーワードは記事の対象分野名とします．
英文原稿には，英文で３～５つのキーワードをつけます．
和文キーワードは，明朝体10ポイント，斜体とします．英文キーワードは，Times New Roman 10.5ポイント，斜体とします．「キーワード:」と「Keywords:」は太字で0.5ポイント大きなサイズ：和文10.5ポイント，英文11ポイントとします．
4. 見出しと本文

4.1　見出し

4.1.1　見出しのレベル（見出しが１行以上に長く

なるときは，この例のようにインデントし
て折り返す）

見出しのレベルは，原則として章，節，項の３段階までとし，次の例のように記述します．
〔例〕

　2. ○○○

　2.1　△△△

　2.1.1　□□□
4.1.2　見出しのフォント

見出しは，ゴシック体の太字とし，章を12ポイント，節と項を10ポイントとします．英文原稿の場合は，Times New Roman bold10.5ポイントとします．
章の番号と見出しの間には半角スペース，節と項の番号と見出しの間には全角スペースをいれます．
4.2　スペース

本文と章の間には，１行のスペースを空けてください．本文と節および項の間には，スペースを空けません．
4.3　本文

本文は，明朝体10ポイントとし，文頭は１字下げてください．また，英文原稿の場合は，Times New Roman 10.5ポイントとし，文頭を２字下げてください．
本文中の句読点は原則として「，」と「．」を用いることとします．
5. 図・表・写真

表は，ワープロの作表機能等を利用して作成してください．
図は，作図ツール等で作成しワープロの本文中に貼り付けてください．
写真は，デジタルカメラで撮影するか，イメージスキャナで画像ファイルとしたものを本文中に貼り付けてください．
また，印刷は白黒であることを考えて，あらかじめ表，図，写真の原稿はモノクロで作成する方が良いでしょう．カラーの図，写真等は，印刷時に階調がきれいに出ない場合が見受けられます．

5.1　図表等の位置

図表等は，原則として，それらを最初に引用する文章と同じページに置くこととします．原稿の末尾にまとめてはいけません．また，図表等は，それぞれのページの上部または下部に集めてレイアウトする方が良いでしょう．
5.2　図表等の幅

図表等の幅は，「ページ幅いっぱい」か「ページ幅の半分」のいずれかとします．図表等と文章との間には，１行のスペースを空けて区別を明確にします．
5.3　図表等の体裁

図・表・写真には，番号とキャプションをつけます．和文原稿では，原則として番号とキャプションも和文とします．番号とキャプションの間には全角スペースを入れてください．図表中の用語は，和文または英文とします．また，図表中のフォントは原稿内で統一してください．
表３　表のキャプション
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5.4　図表等の番号

図・表・写真の番号はそれぞれ通し番号とし，図1，表1，写真1を用います．２つ以上の図などを同一図番号とするときは，図２(a)，図２(b)とします．
5.5　キャプションのフォント
図・表・写真の番号とキャプションは，明朝体10ポイントとします．また，英文原稿の場合は，Times New Roman 10.5ポイントとします．
5.6　その他

図・表・写真は，モノクロ印刷されることを考え，十分判読できるよう，線の太さ，文字の寸法，色の濃淡等に注意してください．

写真２

写真２　写真のキャプション
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図４  図のキャプションが長くなるときは，このようにインデントをして折り返してください．
6. 数字と数式

6.1　表現方法

言葉，用語，名称として慣用している数表現には漢字を用い，普通の数を表すものは算用数字とします．
〔例〕一つの，二三の例，５隻

6.2　数の書き方

数は，次の例のように記述します．
〔例〕0.24　15,000　5×10-2
6.3　数式の書き方

数式は，次のように記述し，式番号はかっこ書きで右詰めにします．数式と式番号の間のリーダー（点線）はなくてもかまいません．
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また，文章と同行中にある数式は，次の例のように記述します．
〔例〕
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7. 和文中の外国語およびローマ字

7.1　人名・地名等

人名，地名，専門用語で一般に熟知しているものは，カタカナを用いてもかまいません．なお，外国語をそのまま用いるときは人名，地名およびドイツ語の名詞は，頭文字のみを大文字で書き，その他の専門用語はすべて小文字で書いてください．
7.2　ローマ字

使用するローマ字は原則としてヘボン式とします．ただし，引用のときはヘボン式でなくてもかまいません．
8. 脚注

8.1　記述方法

本文中の脚注を必要とする箇所にアスタリスク（*，**，…）を上ツキで挿入し，そのページの下部に横1段組みとして，（*，**，…）につづいて注記を書きます．
8.2　脚注のフォント

和文は，明朝体9ポイントとし，英文は，Times New Roman 9.5ポイントとします．
9. 謝辞

「謝辞」は，「結論」と「参考文献」の間に置いてください．和文は，明朝体10ポイントとし，英文は，Times New Roman 10.5ポイントとします．
なお，「謝辞」には，章番号はつけません．
10. 参考文献

10.1　本文中の書き方

参考文献は，参考順に番号を振り，その参考箇所(1)でこのように上付き・両括弧付き数字で指示します．
〔例〕・・・が発生することも報告(3)されている．
10.2　参考文献の書き方

参考文献の書き方は次のようにします．
（論文集など）著者名：表題，論文集名，巻数，号数，ページ，発行年月
（著書）著者名：書名，ページ，発行所，発行年
（インターネット上の情報）入手先，入手日付を明記してください．
〔例〕

(1) 航海太郎，海洋花子：日本航海学会論文集の完全版下投稿用和文原稿作成例，日本航海学会論文集，Vol.108，pp.1-4，2003.4.
(2) Taro KOKAI and Hanako KAIYO: Print Sample of Japanese Manuscript for the Journal of JIN, The Journal of Japan Institute of Navigation, Vol.108, No.1, pp.1-4, 2003.4．

(3) 日本航海学会：トップページ，
 http://homepage2.nifty.com/navigation/（参照2003.4）
10.3　略語

論文集名などの略し方は慣用法によります．
〔例〕SNAME　IEEE

10.4　参考文献のフォント

和文の参考文献は，明朝体10ポイントとし，英文はTimes New Roman 10ポイントとします．
なお，「参考文献」には，章番号はつけません．
むすびの後の謝辞，参考文献は，つぎのようなレイアウトとなります．

5.　結論

　------　----　-----　------　-----　-----　----　----　----　--------------　-----　-----　------　------　----　----　------　--------

謝辞

--------------　----------　------------　----　----　-----　---　------　---　-----　----------　----------

参考文献

(1)　-----------------------

11. 著者紹介

原稿の最後に投稿年月日と著者紹介を書いてください．本文，謝辞，参考文献がすべて終わった後，一段組みにもどしてから，横線を１本引いたあとに書くこととします．著者紹介は，著者の顔写真と氏名（ふりがな），会員種別，所属，所属機関の住所，電子メールアドレス，学歴，経歴，所属学会，研究テーマなどとし，個人情報保護の観点から公表できる項目のみを自身で判断して入れることとします．著者紹介は，一段組みとし，和文では明朝体10ポイント，英文はTimes New Roman 10.5ポイントとします．ただし，氏名のみゴシック体11ポイントとします．
12. おわりに

最後に，原稿提出の前にもう一度，次の点についてご確認ください．
・記事の題目と著者名は，和文と英文の両方が書かれているか．
・余白，段組，文字数，行数等の体裁は整っているか．
・全ての著者の日本航海学会における会員種別，所属（会社名または大学名等，住所等）が，原稿の最後の著者紹介欄に書かれているか．
・モノクロ印刷に耐える図表，写真となっているか．
誤字脱字等については著者自身により原稿作成の際によくご確認してください．

平成X年Y月Z日投稿

　　　　　　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(こうかい),航海)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(たろう),太郎)　正会員　○○○株式会社△△△課　（〒658-00xx　神戸市東灘区5-1-x）
　　写真　　E-mail：taro@xxx.yyyy.co.jp
　　　　　　20xx年□□大学□□学部卒，20yy年□□大学大学院博士課程修了　博士（○学）
　　　　　　所属学会：○○学会，××学会各会員
研究テーマ：○×△
　　　　　　受賞歴：日本航海学会論文賞（20zz年）
　　　　　　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(かいよう),海洋)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(はなこ),花子)
　　写真　　正会員　□□大学海洋工学部××工学科（〒135-00xx　東京都江東区YYY 2-1-x）

　　　　　　E-mail：hanahana@abc.zzz-u.ac.jp

　　　　　　19ab年□□大学□□学部卒，20cd年□□大学大学院博士課程修了　博士（△学）

　　　　　　所属学会：△△学会，◎◎◎学会各会員
研究テーマ：○○△
 解説・展望 (分類タイトルは内容により変更して下さい)
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キーワード：　明朝体，10ポイント，3～5語，キーワードは斜体，キーワードは一段組み
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